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はじめに
筆者は数年来、浙江慈谿出身の文人、王治本
（号
桼
〈漆〉園。
一八三六
—
一九〇八）
の日本での足跡を追っている。王治本は、言う
までもなく、明治
（以下、誤解を招く恐れのない限り、 「 治」の年号は
省略する）
十年までに来日し、それ以来、数度の清国への帰省を挟
みつつ、四十年末まで足掛け約三十年間、日本に滞在した人である。彼は初めの五年間ほどは主に東京に居住し、あまり遠出を なかったが、その後、全国を遊歴した。 「詩国」と称された尾張、北陸・陸前等、漢詩文 盛んだった地域はもちろんのこと 管見の限りでは、北は北海道から南は九州までの三十四都道府県を訪 ている。
その交流相手の数たるや数え切れぬほどだった。当時の東京在住
の日本の名だたる漢詩文作者で、彼と何らかの関わりのなかった者は、ほとんど皆無であったと言っていいだろう。地方ではどうかと言えば、漢詩文の本場清国からやって来て中央の詩壇で活躍している王治本の来訪を有り難く受け止め、期待を抱いて密接な交流をした人物が、やはり枚挙に遑のないほどである。
ところで、中央・地方を問わず、王治本と交流した日本人の王治
本への接し方は、大抵 場合、程度の差こそあれ、 「君子の交わり
は淡きこと水の如し」という言葉が当てはまるようなものだった。つまり、いくら憧れの人物とはいえ、過度に執着することはなく、べたべたした所のない、節度をわきまえた付き合い方だった。そのような中で一人だけ、王治本に対して「淡く」なく、恋い焦がれていると言ってもよく、男女の相思の情のようなものを何度も切々と訴えた人がい 。高知の三浦一竿
（一八三四～一九〇〇）
である。本
稿では、まずこの三浦 竿と王治本との交流がどのようなものであったかを紹介し、次にその王治本へ 「恋慕」は、彼の人格の他の側面とどのようにつ がっているのかと うこと 考察してみたいと思う。
ここで言う「人格」とは、 『大辞林』
（三省堂）
で心理学の専門用
語として「個人のもつ一貫した行動傾向・心理的特性。 「性格」と同義に用いることもあるが、知能をも含め り広義の概念。パーソナリティー。 」 記してある その意味で用いる。但し、言 までもないことながら、筆者は心理学の専門家ではなく 本稿は心理学の論文ではない。 「心性」 、 「精神構造」 、 「個性」 、そ 他、本稿テーマに合致する言葉を模索した結果、こ 語を最もふさわ いと考えたため、使用するのであ 。
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まず、三浦一竿の生涯の紹介から始めることにする。　　
一、三浦一竿の生涯
三浦一竿の生涯のうち、二十七年ごろ、つまり六十歳ごろまでに
ついて記したものとしては、 『江漁晩唱集』巻頭
（三～四丁）
の王治
本による「小伝」が詳しい
１。 『高知県人名事典
　
新版』
２
の一竿に
ついての叙述は、実はほとんどこれに基づいているようであるが、こちらの方が現代の我々には読みやすいので、ほとんどそのまま転載させてもらうことにする。
三浦一竿（
1834
～
1900 ）幕末・明治期の漢詩人
　
（中略）
名、
初め周利、次に
祐すけ
徳のり
。字、漁。号、一竿・竹荘。天保５年、土
佐藩儒医・田中文仙の二男に生まれる。長男は儒医・田中九一郎（号、璞堂） 。嘉永３（
1850 ）年３月三浦弁右衛門祐順（御
扈従格）の養子になる。一竿は幼い時から家学を学び、また大町晩翠、中村西里に経史を学び、詩をたしなんだ 実父文仙も兄・璞堂も漢詩が得意であった。一竿は、安政３（
1856 ）年６
月火技砲術修得のために長崎に遊 したが、養父の死により帰国、４年２月跡目相続。
その後、 「元治元（
1864 ）年２月から土佐藩兵として京都・大坂
を警衛」するが、その後また土佐藩の諸役を歴任し、明治維新後は、
戸長調土佐郡書記、判事補、
23年奏任五等官正八位に叙せられ、
吾川郡長に任命される。
26年非職、以後閑居。兄の璞堂、弟の
宮地逸斎や名士らと酒を飲み、 詩を賦して、 老後を楽しんだ。
（中
略）
明治
20、
30年代、高知漢詩壇の中心的人物であった。明治
33年５月
19日没。
67歳。 漢詩集 『高城唱玉集』 『江漁晩唱集』 。
（後略）
となる。
なお、彼が吾川郡長の任から降りたのは二十五年二月とすべきで
ある
３。それは罷免で、次のような事情によるものであった。すな
わち、二十五年二月の高知県第二区衆議院議員選挙の開票に不正があったとして、自由党側が大阪控訴院民事第二部長にあて選挙無効の裁判を求めた。その立証書類として添付された六十餘通 うちは吾川・高岡郡長罷免のことも含まれていて、吾川郡長三浦は寛宏温和、民その徳に服 いたにもかかわらず突然罷免された
４。
その他、作品を作成順に配列していると見られる『江漁晩唱集』
所載の作品から、一竿は、二十九年ごろ、大阪・伊勢・大和・東京・松島
（宮城）
・日光・鎌倉等をめぐる長途の旅行に出かけていること
が分かるが、それ以外は土佐 離れ 形跡がない。
　　
二、王治本との交流
一竿が高知県内の官職を務めていた十九年に王治本が高知にやっ
て来るのだが、その前後の王治本の動静と、高知への華人来訪状況について一瞥しておいた方 いいだろう。
王治本は、冒頭にも記したように、来日後五、 六年間は東京から
あまり離れることがなかったが、それ以後は逆に東京に 旅行 合間に休憩に帰る程度といった感じになり 何度も長期の旅行に出かけている。まずは十五年 春から十六年の夏にかけて山梨 静 ・
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愛知・福井・石川・富山を巡り、その後、息つく間もなく十七年にかけて函館
（北海道）
・ 新潟を旅し
５、 次いで十八年夏から二年かけて、
大阪
⇩
岡山
⇒広島
⇒山口
⇒愛媛
⇒高知
⇒愛媛
⇒山口
⇒福岡
⇒熊本
⇒
耶馬渓
（大分）
⇒小豆島
（香川）
と回る大旅行をしている
６。
一方、高知への華人来訪だが、十八年に胡鉄梅、十九年に王治本、
二十年から二十一年にかけて馬仿周というように 高知では華人の来訪及び逗留が三件連続した。このうち、馬仿周については 述することとし、ここでは十八年の胡鉄梅について触れておくことにしよう
７。
胡鉄梅
（一八四八～九九）
は画家として有名な人だが、十八年七月
末以前に高知に来て、約二カ月間滞在している。その間、田中璞堂（一八三一～一九〇八）
・三浦一竿・宮地逸斎
（一八四七～一九一八）
の
三兄弟が中心となり、その他の地元文人も加わって、詩画 交流をしている。その交流の状況については、中村忠行氏 論考や蔣海波氏と筆者との共著の論考
８により、ある程度明らかになっているが、
ここで押さえておきたいのは、次の 点である。
一、漢詩文作者の層が薄いわけではないものの、交通の不便な「僻地」である高知に清国文人の来訪があり、 相当なセンセーションを巻き起こしたであろうこと。
二、 「胡鉄梅が高知を去った後も、高知の文人、とりわけ璞堂
以下三兄弟との郵便による詩文交流は明治二十七年ごろまで続いたよう」で、中でも「別後の胡鉄梅との詩文交流に最も熱い気持ちを抱いていたのは一竿であった」
９と思われること。
このような胡鉄梅の来訪で盛り上がった機運の下、王治本が高知
を訪れたわけである。十九年の四月に来て、六月の中旬ごろまで滞在したようである。王治本の来高のきっかけ、 もしくは彼が「つて」としたものは、璞堂がかつて在京中に、王治本が開いた詩社「聞香社」に出入して詩を学んだことでできた縁故だっただろう
 10。その
意味で、高知で 王治本との交流に先鞭をつけたのは璞堂であっただろうと見られるわけだが、実は一竿も兄に勝るとも劣らない積極的な交流をしている。王治本の高知滞在中に王治本や高知の文人たちが詠んだ漢詩、及び彼が高知を去る際の留別詩・送別詩、さ に彼が去った後の追懐詩等の一部が編集され、翌二十年初春 『高城唱玉集』という名で出版されたのだ
 11が、ここで、この詩集所載の
全二〇八作中の作者別の作品数を示すことにしよう。
三浦一竿
　
六十四作、王治本
　
四十五作、田中璞堂
　
二十五作、
細川錦
　
十八作、宮地逸斎
　
十三作、玉繊女史・渡辺白鷗
　
各九作、山本弘堂
　
六作、林謙山・沢村之竹（牛山）
　
各四作、
別役春田
　
三作、安並正晴・浜田石軒・大井雲山
　
各二作、天
野芳壺・東富英・高力張洲英・橋本独酔各一作
 12
日本人の中では、一竿の作品数が群を抜いている。彼がいかに王
治本との交流に積極的に関わっていたか、それが数字上に表れているわけだが、このことは王治本が『江漁晩唱 序の中で『高城唱玉集』の成立に言及している部分にも表れている。そ 一節を引用しよう。
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論東游中交情最洽者、於土州得一人、曰三浦一竿。
（中略）
一竿
無一日不来訪。来則必有詩、有詩則余亦必有和、以致土州諸同人因余両人之詩、 亦各有和 。当時彙録成帙、 名曰高城唱和。
〔東
游中交情最も
洽とけあ
いたる者を
論えら
ばば、土州に於いて一人を得たり、曰く三
浦一竿。 （中略）一竿は一日として来訪せざるは無く、来れば則ち必ず詩有り、詩有れば則ち余も亦必ず和する有り、以て土州の諸同人
　
余両
人の に因り、亦各おの和詩有るを致す。当時彙録し 帙を成し、名づけて『高城唱和』と曰う。 〕
『江漁晩唱集』序の執筆は「甲午端陽後一日」
（陽暦の明治二十七
年六月九日）
となっている。したがって、少なくともそれまでの
十七、 八年間の日本滞在中、最も打ち解け合った交際相手は、土佐の三浦だったと言っているわけである
 13。
高知滞在中、王治本が一竿をどのように見ていたかを窺うことの
できる作品が『高城唱玉集』の中にあるので、ここでその大部分を引用しよう。一竿の自宅に招かれた時に詠んだ のである。
　　
一竿置酒招飲、即席分得侵韻／南山屼特南海深中有幽人
　　
桼
園
南山屼特南海深
　　　　
南山は屼特にして南海は深し
中有幽人
　　　　　　　
中に幽人有り
寤寐独宿鏡水潯
　　　
寤寐独り宿る
　
鏡水
〔高知市内を流れる
　　　　　　　　 　
鏡川〕
の潯
焚香披古易
　　　　　　
香を焚きて古易を披き
抱膝対長琴
　　　　　　
膝を抱きて長琴に対す
超脱風塵外
　　　　　　
風塵の外に超脱し
独具古人心
　　　　　　
独り古人の心を具えたり
綽綽怡怡兄与弟
　　　　
綽綽怡怡たり
　
兄と弟と
出同穿履眠共衾
　　　　
出づるに穿履を同 し
　眠るに衾を共にす
一竿風月伴鷗鷺
　　　
一竿の風月
　
鷗鷺を伴い
半生蹤跡寄泉林
　　　
半生の蹤跡
　
泉林に寄す
意気往往不屑与時合
　　
意気は往往にして時と合する 屑しとせず
偏与萬里覊客結知音
　　
偏に萬里の覊客と知音を結ぶ
一見如旧識
　　　　　　
一たび見ゆるや旧識の如く
雅誼合苔岑
　　　　　　
雅誼
　
苔岑を合す
〔志を同じくする友となる〕
握手発長嘯
　　　
手を握りて長嘯を発し
各自訴幽襟
　　　
各自
　
幽襟
〔深い思い〕
を訴う
（中略）晩游夜酌無虚日
　　　　
晩游
　
夜酌
　
虚日無し
囊中拾得幾多吟
　　　　
囊中
　　
幾多の吟をか拾い得たる
冉冉春光過一月
　　　
冉冉たる春光
　
一月過ぎ
来時紅萼今緑陰
　　　
来りし時は紅萼
　
今は緑陰
只恐杜宇促帰去
　　　
只恐らくは杜宇の帰り去らんことを促し
南浦話別涙淋淋
　　　
南浦に別れを話りて涙淋淋たらんことを
吁嗟呼
　　　　　　　　
ああ
話別毋須涙淋淋
　　　
別れを話るも
　
涙淋淋たるを須いる毋し
唯期此情此誼同古今
　　
唯だ期せん
　
此の情
　
此の誼
　
古今に
　　　　　　　　　　　
同じからんことを
一竿の孤高の生き方、兄弟の仲の良さ、外来の旅人との積極的な
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交流態度を描写し、 最後に間近に迫った別れの辛さを想像した上で、別後の
永とわ
久
の友情を誓っている。
以上、王治本にも一竿に対してそれなりに熱い思いがあったこと
が知られる だが、一竿の王治本に対する思いはそれをかなり上回るものであったように思われる。その辺のところを再び数の上から確認してみようと思う。 『高城唱玉集』は、ほぼ制作時の時系列で作品が配置されており、王治本が高知を去る時を境にして、前後二期に分けることが きる。具体的には、次のようになる。
①一番目から一七六番目までは送別詩も含め、王治本の高知滞
在中の作
②一七七番目から二 〇番目（最後）までは、既に高知を去っ
た王治本と高知の詩人たちとが互いに「寄懐」し合った作
②に属する作品数の内訳は、一竿作二十五、王治本・渡辺白鷗作
各三、宮地逸斎作二、玉繊女史作一となり、ますます一竿の作品数の占める割合が際立ってくる
 14。これは別後の王治本を恋い慕う気
持ちが、彼において特に強かったというこ を示していると言っていいのではないだろうか。
高知を去った後の王治本の旅程のうち、二十年の小豆島までは上
述したが、彼はその後 いったん東京へ戻 すぐに清国に帰り、二十二年の暫時 来日を挟んで、二十五年にまた東京へ戻って長期滞在し、この年の夏から約一年間、東北地方を漫遊し、二十七年の春に栃木・群馬等を漫遊した後、日清開戦直前にまた清国に帰っている。 王治本とは十九年の夏、 別れて後 二度と会うこ はなかった。
この間、一竿は王とかなりの頻度で絶えず「詩筒交流」
（郵便による
交流）
を続けていたようである。その交流の在り方を再び王治本側
の説明により 窺ってみよう。
余離土州、匆匆又将十載。一竿猶時時以書来問、道寒暄通曲欵、而一一寄語於詩。故書来必有詩、余亦有感一竿之情而即以詩答之。凡有他作、亦必
示。故余与一竿睽違雖久、凡一竿之離合
悲歓喜怒笑罵之情形 皆得於一竿之詩見之。
〔余
　
土州を離れて、
匆匆として又将に十載ならんとす。 は猶お
時しばしば
時
　
書を以て来し問い、
寒暄を
道い
い曲欵を通じ、而して一一語を詩に寄す。故に書来れば必ず詩
有り、余も亦一竿の情に感ずる有りて即ち詩を以て之に答う 凡そ他作有るときも、亦必ず
ふみ
もて示す。故に余
　
一竿と睽違すること久しと雖
も、凡そ一竿の離合 歓喜怒笑罵の情形 皆一竿の に於 を見るを得たり。 〕
（ 『江漁晩唱集』王治本序）
ここで、これまで何度も言及した『江漁晩唱集』について、あら
ためて説明しておこう。この本は一竿の没後九年目 四十二年に三浦万里
（一竿の遺族だろうと思われるが、未確認）
によって出版された
ものである。乾・坤・附録の三巻に分かれており、序跋等については後述することとし、収録作品だけについて言えば、乾・坤には十八年春から三十三年
（一竿の没年）
までの漢詩作品が、ほぼ制作
順と思われる順序で配列され、計四三四作収録されている。 「附録」には序跋等 なく、一竿の父、兄弟、日・清・朝三国に跨る一竿の交流相手、計六十一人の漢詩作品が されている。収録作品数の最も多いのは父親の田中文仙 四十一作だが、一作だけ 人物も何
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人かいる。
さて、詩歌には人間同士のコミュニケーションの手段という側面
があるが、この『江漁晩唱集』 、特にその乾・坤の巻の収録作品中、かなりの割合を占めているのも、 人を 「寄懐」 したり、 他人の作に 「次韻」したりといった、他者と心 交流をすることを目的とした作品である。乾・坤の巻の中で、別後 胡鉄梅・王治本・馬仿周の各人に対して、このような形で詠まれた詩 数を調べてみる 、 「胡鉄梅に対するもの
　
八作、王治本に対するもの
　
三十作、馬仿周に対
するもの
　
十六作」となり、王治本に対する作品の数が他を圧して
いる。詩 詠まれ いる思いも、王治本に対す 作は濃厚なものが多く、胡・馬 は比較的淡泊である。比較のため、まず胡・馬に対 作をそ ぞれ挙げ と思うが、便宜上、別後の時間が最も久しいもの、すなわち『江漁晩唱集』 、乾・坤の巻中、最も終わり近く 配置されたものを選ぶことにする。前者は二十七年初めの作、後者は二十七年早春、広東の故郷に帰って間もないころの馬仿周に思いを寄せた作である。
　　
寄懐鉄梅
（坤四十一丁）
満目波濤隔九州
　　
満目の波濤
　
九州
〔中国のこと〕
を隔つ
劉郎未許再来遊
　　
劉郎
〔ここでは胡鉄梅のこと〕
未だ許さず
　　　　　 　　
再び来遊するを
依依情緒難忘卻
　　
依依たる情緒
　
忘卻し難し
一度梅花一度愁
　　
一度の梅花
　
一度の愁い
　　
寄懐仿周在郷
（坤五十一丁）
望断茫茫海上山
　　
望断す
　
茫茫たる
　
海上の山
良朋契濶最情関
　　
良朋の契濶
〔久しい別れ〕
最も情に関わる
鉄城好夢雲千里
　　
鉄城
〔広東の馬仿周の故郷〕
の好夢
　
雲
　
千里
巴岸遺踪水幾湾
　　
巴岸
〔高知市内にあった巴堤の岸〕
の遺踪
　
水
　　　　　　　　　
幾湾
金玉令人驚妙句
　　
金玉
〔優美な詩文〕
人をして妙句に驚かしめ
煙花対客破愁顔
　　
煙花
　
客に対して愁顔を破る
何時得与重携酒
　　
何れの時か
　
与に重ねて酒を携え
松鶴楼頭看鶴還
　　
松鶴楼頭
　
鶴の還るを看るを得ん
では、王治本に対する作品はどうだろうか。まず、王治本が十八
年から二十年にかけての大旅行を終えて東京から清国へ帰省するのを、一竿が遙か離れた高知で送る「
途ママ
桼
園帰郷三十首」
（乾九～十六
丁）
を取り上げよう。これは『高知日報』二十年六月二十四日の「雑
録」
（漢詩欄）
にも、 「送王
桼
園帰清国」という題で八首が節録され
ており、 詠まれた時を推測するよすがとなる
（すなわち別後一年頃の作）
が、最大の特徴は三十首という数の多さで、土佐の漢詩文作者の仲間である岩崎秋溟
（一八三四～八七）
が「読一竿『送王
桼
園三十律』 、
驚其多而妙、次韻三首卻寄」と題する詩を詠ん いる
（ 『江漁晩唱集』
附録四十六丁）
ほどである。特徴的な句を幾つか挙げるとすれば、其
の三の「従今孤榻相思夜 惟有蟾光満屋梁。
〔今より孤榻
　
相思わん夜、
惟ただ
蟾光の屋梁に満つる有るのみならん。 〕
」や其の二十七の「愁
煞
他年書
信少、涙痕如雨落紛紛。
〔愁
煞
す
　
他年書信少なかりしを、涙痕
　
雨の如
く
　
落ちて紛紛たり。 〕
」などが目に止まる。
「秋日寄懐
桼
園」
（乾三十九丁）
は浙江帰省中の王治本を思う作で、
― 50 ―
其の一に「別来雁信多遅緩、蘆荻花辺又落暉。
〔別れてより
来
このかた
　
雁
信
　
遅緩すること多く、蘆荻花辺
　
又落暉。 〕
」 、其の二に「惆悵来鴻音信
稀。
〔惆悵す
　
来鴻
　
音信稀なるを。 〕
」とある。
「聞
桼
園再游東海、因寄此詩」
（乾四十七丁）
は、二十二年の作と
見られる 王治本は、この年、少しだけ日本に来て、また清国に引き返したようである。この詩には「行将終老此蓬萊。
（中略）
料応明
日重携手、 対酌茅柴酒一杯。
〔行くゆく将に老いを此の蓬萊に終えんとす。
（中略）料るに応に明日
　
重ねて手を携え、対酌すべし
　
茅柴酒一杯。 〕
」と
ある。王治本に死ぬまで日本で生活してほしいという期待、高知に来てほしいと切望する気持ちが述べられている。
次に位置する「次
桼
園再游東海韻」
（乾四十七丁）
は、 王治本の「東
行舟中率成」
（附録三十二丁）
に次韻したものである。この詩に「春
風春水満瀛洲、海鳥頻声喚我游。
（中略）
為嘆此行忙促甚、来舟即便
作帰舟。
〔春風春水
　
瀛洲に満ち、海鳥の頻声
　
我が游を喚ぶ。 （中略）為
に嘆く
　
此の行
　
忙促なること甚だしく、来舟
　
即すなわ
便
ち帰舟と
作な
るを。 〕
」と
あることから、上述の王治本の一時的な来日が知られ のだが、これに対して一竿は次のように詠んでいる。其の一 「昨日郵筒忙報道、天南又到使君舟。
〔昨日
　
郵筒
　
忙
あわただ
しく報道す、天南より又到る
　
使
君の舟と。 〕
」 。其の三「会待吟朋共一游。
（中略）
料識重来無尽興、子
猷底事便回舟。
〔吟朋を待ちて共に一游せん。 （中略）料り識る
　
重ねて来
らんも興を尽くすこと無けん、子猷
底なにごと
事
ぞ便ち舟を
回かえ
すや。 〕
」 。子猷は晋
の王徽之の字である 王徽之には「雪 夜、舟を浮かべて戴逵を訪れようとしたが、門に入らずに引き返し 『本
　
興に乗じて行き、
興尽きて返る。何ぞ必ずしも戴
見まみ
えん』と言った」という故事が
あり
（ 『世説新語』任誕篇）
、最後の句はこれを踏まえていること、言
うまでもない。やはり、再会への期待、切なるものが伝わってくるではないか。
二つ後に位置する「次
桼
園戊子除夕韻、 賦此寄懐」
（乾四十八丁）
も、
王治本の作に次韻したものだが、 次のようにある。 「無計留春春
己ママ
闌、
怱怱芳信幾番残。 江頭小雨霑楊柳 檻外東風放牡丹 游子帰来心目曠、美人老去別離難。夜深把酒空惆悵、一座微君意不歓。
〔春を留むるに
計無く
　
春
己すで
に闌なり、怱怱たる芳信
　
幾番か残れる。江頭の小雨
　
楊柳を
霑し、 檻外の東風
　
牡丹を
放さ
かしむ。游子は帰り来るとき
　
心目
曠ひろ
からんも、
美人は老い去りて
　
別離難し。夜深くして酒を把り空しく惆悵す、一座
　
君
微な
くんば
　
意歓ばず。 〕
」 。あなたは春のうちに来てくださるだろうと、
ずっとお待ち ていましたのに、その春も半ばを過ぎようとしています。あ たが下さったお手紙は、何通空しくたまっていることでしょう。あちこち旅をしていらっしゃるあなたはきっと世間が広いことでしょうけれど、あなたの帰りを待つだけ 私は老け込んでしまい、別れの辛さが身に沁みます。……。これなどまさに、遠くへ旅に出たままの夫をひたすら待ち続ける「思婦」の情念、そのものである。
筆者は最初に「恋い焦がれている」とか、 「男女の相思の情のよ
うなものが感じられる」とかい 表現を が、その内実が理解してもらえただろう。ところで、 「相思」
（
互いに
相手を愛し、慕い合
うの意）
という語を使ったものの、もちろん王治本の方にはそこま
で深く激しいものはなかった。例えば、一竿に「次
桼
園留別韻三
首」
（乾三十五丁）
という作があり、彼が次韻した対象たる王治本の
作は「留別一竿」という題で附録の三十一丁に載っているのだが、実はこれは同じ作品が二十年七月十五日の『朝野新聞』
（全国紙）
に
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も載っており
 15、詩句の前には、題ではなく、同紙の編集長末広鉄
腸
（一八四九～九六）
への「末広先生閣下、許久未唔、歉甚々々、茲
有拙詩一首、留別東友、望為刊入即
　
新聞中、為荷」という依頼文
がそのまま載っている。また、詩句の後には、 「九州への旅を終えて東京へ帰ってきたが、今月十九日に帰国の途に就く予定。一々挨拶して回る余裕がないので、留別の詩を作った。これを我が知友に知らせ、和作を賜れば幸甚」という旨の識語が付けられている。つまり、王治本はこの詩を 竿だけのために詠んだ ではなく、悪く言えば、作品を「使い回した」わけ ある。それ 思うと、次韻して三首も詠んだ一竿が哀れにもなってくる。
では、当時の感覚では老人と言ってもおかしくない五十二歳の一
竿が、やはり老人と言わざるを得ない五十歳 王治本にこのような感情を抱いたことを、 我々はどのように解釈すれば いのだろうか。筆者は次にこの問題を考えてみたいと思 。
　　
三、三浦一竿の人格
三浦一竿が王治本を「恋慕」したという特異な事柄は、彼の人格
全体の中でどのように位置づけられるのかということ 、次に考えてみたいのだが、どのような方法を採れ いいのだろうか。
特異な現象について考える場合、ほかにも特異な点がないか探っ
てみるのが、一つの突破口になるかもしれない。一竿の残した『江漁晩唱集』には、実はほかにも幾つか特徴的な事象がある。その最たるものは、附録に作品が掲載されている六十一人中、二十六人が清国人で、一人が朝鮮人という異国人比率の高さである
（上引の王
治本の詩でも 竿は「偏与萬里覊客結知音」と評されていた）
。清国人中、
胡鉄梅・王治本・馬仿周・王照を除くと二十二人になるが、さらに素性不明の一人
（劉漢英）
を省くと、その内訳はほぼ、 「神戸在住の
広東系華僑商人
　
十四人、外交官
　
六人、王治本の同族
　
一人
（王
家振）
」となる。
次に注目したいのは、収録された各作品に付されている評の執筆
者である。王治本・馬仿周の評は全体にわたってかなりの密度で見られ、附録には勿論一竿の評もかなり見られるが、その他、神戸在住の華僑のものも少なくなく、浙江慈谿在住の王治本の同族者
（王
家振、王慈）
によるものも見られる。
以上のような特色をもつ漢詩集は、あまり類を見ないのではない
だろうか。
ここで、以上の事柄と関係のありそうな 一竿自身の言葉―『江
漁晩唱集』自叙の一節を引用してみたい。
余幼承家訓、粗知韻学、雖不克親接前徽而猶得誦其遺編、時資模範、又苦家貧篋少蔵書、未得窮究博覧、窃自悲焉。明治初国家弛禁通商、海外文人多有載筆来游、得与聯盟訂好暢叙於筆峰鏡水之間一觴一詠、以探煙水之幽情、用追韓孟之餘韻、不可謂非一時之盛会也耶。丙
戍ママ
丁亥間所得吟篇曾已彙刻高城唱玉初二
両集。今又相去六七載 余与同郷諸士時復会集詩社、或往游両京、以及馳函域外寄詩索和 積諸篋中、得詩長短体共若干首、名曰江漁晩唱。
〔余
　
幼きときより家訓を承け、
粗ほぼ
韻学を知り、親し
く前徽に接する克わずと雖も猶お其の遺編を誦するを たるも、時に模範を
資と
らんとするとき、又家貧しく篋に蔵書少なきに苦しみ、未だ窮究
博覧するを得ず、窃かに自ら悲しめり。明治 初め国家
　
禁を弛め通商
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するや、海外の文人
　
多く筆を載せて来游する有り、与に聯盟して
好よしみ
 
を
訂むす
び筆峰に暢叙するを得たり。鏡水の間
　
一觴一詠、以て煙水の幽
情を探り、
用もっ
て韓孟の餘韻を追う。一時の盛会に非ずと謂う可からざ
らんや。丙戍丁亥の間に得たる所の吟篇は曾て已に高城唱玉初二両集に彙刻せり。今又相去ること六七載、余
　
同郷の諸士と時に復た詩社を会
集し、或は往きて両京に游ぶより、以て函を域外に馳せて詩を寄せ和を索むるに及ぶまで、 これを篋中に積みて 詩長短体
共すべ
て若干首を得たり、
名づけて江漁晩唱と曰う。 〕
 16
この一節から読み取れることのうち、注意しておきたいのは、明
治になってから、海外の文人が大勢やって来るようになり、高知でも①それら海外の文人たちとの詩酒徴逐が可能になったことの感激と、②彼が「函を域外に馳せて詩を寄せ和を索」めたことである。①は当時の日本各地の漢詩文作者にある程度共通する感激だっただろうと想像されるが、そのような感激に浸った人のすべてが②のようなことを実行に移したとは限 ないだろう。その意味で、②の行為は一竿の特色ではないかと思われる。
そして、彼がそのようなことを実行するには、実行できるだけの
条件が備わっていたとも言えるので、次にその条件 目を向けてみたい。胡鉄梅・王治本 、高知への華人来訪が二年連続で起こったことが第一の条件、そしてそれは仮に偶然の連続だったとしても、胡鉄梅も王治本も、華僑が多く居住し清国理事府も置かれている神戸と関わり あり、さらに の神戸にふらっとやって来た（？）馬仿周の高知訪問 きっかけで 高知の文人たちと神戸在住もしくは在勤の清国人たちとの間に縁故ができたこ が第二 条件である。
ここで馬仿周のことに少し触れておこう。馬仿周の素性は、胡鉄
梅や王治本に比べると、不明な点が多い。名は仲
頥
、広東省香山県
の一下士。 『高城唱玉二編集』
（林春三郎編輯兼発行、二十三年七月十二
日）
の馬仲
頥
序によると、十九年六月頃「杭海」から神戸へやって
来て、 「鬱々として自得せざる」状態で半年を過ごした
 17後、二十
年冬、 胡鉄梅 ・ 鄭雪濤に励まされ、 高知へやって来た。田中璞堂が 「仿周は余より少きこと二十四年」と記しているから、一八五五年頃の生まれで、当時三十四歳ぐらいだったということに る。筆者の想像だが、日本にでも行ってみようかという気持ちで、ふらっと日本にやって来て、清国と関わりが深く何かと便利で居心地のいい神戸で半年間のんびりした後、 「高知なら胡鉄梅・王治本の訪問 様子が分かってい 安心だから お前も行って歓迎してもらい 一儲けして来い」と背中を押されてやって来た、といったような舞台裏が想像されてならな 。馬仿周も二カ月ほど高知に滞在 、その間に唱和された作品が『高城唱玉二編集』 して編まれた。
ところで、 『高城唱玉二編集』に収録されている全四三三作のう
ち、純粋に馬仿周の高知滞在時 唱酬作品と言える のは四十番目から三四一番目までの三〇二作で、全体の七十％ ある。一番目から三十九番目まで
（全体の九％）
は彼の高知到着前までのものなのだ
が、ここでその中身 注目したいと思う。筆頭 は 「湾、関、間、山、還」を韻字とする一竿 「寄懐鄭雪濤」という題の作品で、これに対する神戸在住もしくは在勤 華人側の次韻の作が続く。何番目の作品かを示し、 作者名を記 てみよう。
二番目
　
鄭柏年
（号雪濤。商人）
、三番目と十五番目
　
鄭瑞図
（号
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祝三。雪濤の息子）
、四番目から六番目まで
　
馬仿周、七番目と
八番目と十三番目
　
鄭文程
（通訳官）
、 九番目
　
陶大均
（通訳官）
、
十番目
　
厲
荔
青、十一番目
　
徐広坤
（秘書兼通訳官）
、十二番目
　
藍萬高
（号卓峰。商人）
、十四番目
　
梁秋澄
そして、この後、十六番目から二十五番目まで、以上の各人及び
胡鉄梅に対する一竿の畳韻の作が続く。こうした神戸の華人たちと一竿との事前の唱酬がなされたのは、もちろん一竿と鄭雪濤との間に文通関係が始まっていたからだろう 、直接のきっかけは、一竿から上記の筆頭の作と『高城唱玉集』とを送られた雪濤が、身辺清国人たちに唱和を勧めたからだった
 18。一方、三四二番目から最
後まで
（全体の二十一％）
は馬仿周が高知を去った後の作だが、馬仿
周と高知の文人間のやり取りばかりでは く、馬仿周とは直接関係なく、高知の文 と神戸の華人とのやり取りの作もかなりの割合を占めている。
一竿は神戸の華人たちと面識はなく、所謂「神交」だったようだ
が、このようにして り合っ 華人たちに『江漁晩唱集』の評を依頼したのである。評者として最も多く登場するのは、上述の通り、王治本や馬仿周だが、一竿は彼らだけでなく、神戸 鄭雪濤 もとへも『江漁晩唱集』の稿本を郵送し、華人たちに回覧して評を付けてもらったことが想像されるのである。
なお、一竿が「知音を結」ぼうとした「萬里の覊客」 、華人
に限られなかった。 『江漁晩唱集』 は朝鮮人洪鍾宇（
これが上記
の、附録に作品が掲載されている一人 朝鮮人）
との唱和の作も掲載さ
れている
（乾四十七丁、附録五十九丁）
。洪鍾宇
（一八五四又は五一～
一九一三）
と言えば、二十七年に上海で金玉均を暗殺した刺客とし
て知られる人物である。彼は二十一年から二年間、日本に滞在していたのだが、二十二年七月に高知に来ている
 19。また、坤六十八
～六十九丁には「与朝鮮人黄鉄飲、即座賦贈」と題する作
（二十九
年三月以後の作と見られる）
が載っている。黄鉄
（一八六四～一九三〇）
は、二十八年 閔妃虐殺事件に加担したとされ 日本に亡命し、山口鉄郎という日本名で詩文・書画を以て各地を漫遊した朝鮮人である
 20。洪鍾宇との交流は、 その暗殺実行前ではあるが、 いずれにせよ、
このような「危険な香り」を漂わせている 物とも一竿は交流している。
さて、以上のような交流範囲拡大の熱意・意欲は、 『江漁晩唱集』
の序跋や題詩 執筆者の顔ぶれにも看取することが き それらについて、執筆時が記されているものはそれ も含め、以下に列記してみることにしよう。
上巻
（乾）
巻頭
自叙（明治二十九年五月）王治本序（甲午端陽後一日）梁震東序（明治二十二年十月）胡璋
（鉄梅）
序（光緒庚寅仲春）
下巻
（坤）
巻末
「題江漁晩唱集後」として題詩　　
棠斎王慈未定草
　　
前広西督学使者詹嗣賢拝題
　　
古棠汪振声未是草
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会稽梁継奎未定草
　　
霧裏看花客銭昕伯雨
　　
儀徴諸炳星初稿
　　
嶺南鉄城劉少荊拝題
馬仲頤跋（大清光緒十六年歳在庚寅三月之暮）潘敦儼（甲午暮春客於申江）広東伯錬黄純金 歳次辛卯之月）
以上のうち、梁震東（
序文中に自ら「清商の幼童を教うるを主れり」
と称している）
、黄純金は神戸在住の広東系の華人。王慈は王治本の
一族。劉少荊は馬仿周の同郷人と見られる。詹嗣賢と諸炳星は、いずれも江蘇儀徴の人
 21。潘敦儼は跋文の中で、胡鉄梅から「大著」
を見せられた旨述べており、梁継奎も題詩
（七律）
の第四句で「偶
従旧雨読新篇
〔偶たま旧雨を
従とお
して新篇を読む〕
」と詠んでいる
（その「旧
雨」 、即ち旧友が誰かは不明だが
。それぞれ何らかのつながりで稿本
を見せられ、各自、文ないし詩をしたためていったのだと考えられる
 22。
ここでもう一つ注目しておきたいのは、一竿が自叙を書いたのが
二十九年五月であるのに対し 上記の人々 序跋・題詩等を書いた時期には、これよりかなり前のものがあると うことである。例えば、梁震東、胡鉄梅
（明治二十三年）
の序、馬仲頤
（同年）
、黄純金
（同
二十四年）
の跋などは、五、 六年も前の執筆である。ここに見て取れ
るのは、一竿が早くから己と知友と 総合作品集の上梓を企図し、着々と周到にその完成に向け準備を進めていった、そ 弛まぬ歩みの跡である。
以上の観察から、一竿の人格の特徴として、王治本への「恋慕」
とともに、漢詩作者同士の交流範囲拡大への並々ならぬ意欲、及び詩集完成へ向けての周到かつ粘り強い取り組みといったことが、抽出できた 思われる。
一竿の人格に興味を抱いた筆者には、さらに、こう た彼の情念 ・
営みの深奥にあったもの、 或は彼を突き動かしていたも は、 何だったのだろうかということが 究極の問題として浮かび上がってくる。筆者としてはとりあえず、月並みかもしれないが、 「詩人として己の人生を成就したいとの願望」 をその答えとしたい。二十三年頃、即ち彼の五十六歳頃の作に「詩癖」と題するものがある
（坤三丁）
。
老骨成詩癖
　　
老骨
　
詩癖を成し
難将筆硯抛
　　
筆硯をば抛ち難し
客稀添我懶
　　
客の稀なるは我が懶さを
添ま
す
才拙任人嘲
　　
才の拙きは人の嘲るに任さん
孤榻一樽酒
　　
孤榻
　
一樽の酒
寒厨半鼎肴
　　
寒厨
　
半鼎の肴
夕陽風定後
　　
夕陽
　
風定まる後
酔数鳥帰巣
　　
酔いて鳥の巣に帰るを数う
宋の邵雍の詩句「従来有詩癖、使我遂成魔。
〔従来
　
詩癖有り、我
をして遂に魔と成らしむ〕 」 （ 「答任開叔郎中昆仲相訪」詩）
に従うなら、 「詩
癖」が高じると「詩魔」になってしまうのだが、 一竿もそのような、詩の魔力に取りつかれた人であったように思われてならない
 23。
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おわりに
三浦一竿に取りついた詩の魔力は、年を追って祓い去り難いもの
になっていっただろう。そのように思われるのは、頻繁に交わされた詩筒を通して、王治本の一竿への理解と親愛の情もますます深まり、それらが一竿に返される詩句や評に如実に表れ、ますます一竿を詩の虜にする作用を果 したに違いないからである。最後に王治本の一竿に対する評言二則を紹介したい。一つは、 『江漁晩唱集』序の一節である。
一竿善詩、 即一竿之善言情也。近時一竿又以平生吟稿編為成冊、名曰江漁晩唱、行将付梓。書来索余一言、以為序。在一竿固以余為能知其詩者也。然余不与之 詩、而先与之言情。就其情以読其詩、乃知其詩皆由随境感触百般縈繞之情而発者也。故其詩類多懐友贈答之作。極其情之所至、直欲聯吟盟於四海 外也一竿誠可謂深於情者矣。唯其深於情而詩亦従可知矣。
〔一竿
　
詩
を善くするは、即ち一竿の情を言うを善くするなり。近時一竿又
　
平生
の吟稿を以て編みて成冊と為し、名づけて江漁晩唱と曰い、行くゆく将に梓に付せんと 。書来りて余が 言 索め 以て序と為さんとす竿に在りては固より余を以 能く其の詩を知る者と為すなり。然れども余は之と詩を
言かた
らず、而して先ず之と情を言りき。其の情に就きて以て
其の詩を読みてこそ、乃ち其の詩が皆
　
境に随い百般縈繞するの情を感
触するに由りて発する者なるを知 なれ。故に其 詩は
類おおむ
ね友を懐い
贈答するの作多く、其の情の至 所を極めば、
直ますぐ
に吟盟を四海の外に
聯ねんと欲 ならん。一竿は誠に情に深き者と謂う可し。唯其の情に深きことにおいて詩も亦従いて知る可し。 〕
もう一つは、この序の末尾に添えられた「
倘
後日晩遇有期、経綸
広被用、俟麟筆舗揚、非余所敢僭也。
〔
倘
し後日晩遇
　
期有り、経綸広
く用いられなば、麟筆の舗揚するを俟たん。余の敢えて僭する所に非ざるなり。 〕
」という評言である。これは、ある意味、不躾に一竿の官界で
の地位や名声がさほど高いものではなかったことを明言しているものであ 、且つそのような一竿の詩集の序だから自分でも務まるという言い方で王治本が
遜
へりくだ
ってもいるのだが、そのような態度に
逆に、二人 親密で分け隔ての くなった間柄 窺うことが きるのではないだろうか
一竿の墓碑は、 「王治本拝撰
幷
書」によるものという
 24。一竿自
身が生前に依頼していた それとも遺族の依頼によるもの 、それは不明である。
なお、筆者は王治本の日本各地での詩文交流の跡を追う中で、三
浦一竿ほどではない せよ 漢詩文の魅力に惹かれた数多く 人たちの人生の一コマを垣間見てきた。詳しい議論はまたの機会に行うとして、明治期の漢詩文文化につ は、日本の文藝史の一コマとして相応 叙述をしていく必要があるように思われる。［付言］本稿は二〇一七年十月末、中国の浙江工商大学で開催された 「浙江与東亜――新史料与新視点」 国際学術研討会で発表した 「王治本と三浦一竿の交友」と題する予稿を、書き直したもの ある。
（しばた・きよつぐ
　
本学教授）
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注
１
 王治本は自分が「小伝」を作った理由を「余与君締交十年、睽違千里而聯吟唱和、書簡往来殆無虚日。故得詳悉其生平、為之綴筆以作小伝。 〔余
　
君と交わりを
締むす
びて十年、睽違すること千里なるも聯吟唱和し、書簡の
往来
　
殆ど虚日無し。故に其の生平を詳悉し、之が為に筆を綴りて以て小
伝を作るを得たり。 〕 」と説明している（ 「小伝」末尾の「
園氏曰」 ） 。
２
 『高知県人名事典
　
新版』刊行委員会編『高知県人名事典
　
新版』 （高知新
聞社、一九九九年）七六一～七六二頁。
３
 『官報』第二五七七号（二十五年二月五日）に「非職ヲ命ズ（二月四日
　
内務省）
　
高知県吾川郡長
　
三浦一竿」とある。
４
 宿毛市史編纂委員会編『宿毛市史』 （宿毛市教育委員会、一九七七年）八八二～八八五頁。
５
 函館・新潟間は船便を利用してい 。東京・函館間も同様だっただろう。
６
 以上、各地での詩文交流 跡付けたものに、以下の拙稿、及び蔣海波氏との共著の稿がある。蔣海波氏との共著「明治期高知における日中文人の交流―旅の詩人王治本を中心として―」 （ 『日本語日本文学論叢』第七号、二〇一二年） 、以下は皆拙稿。 「王治本の藝備訪問および地元文人 の文藝交流」 （ 『武庫川国文』第七十六号、同前） 、 「王治
　
越佐の旅およびそ
の間の詩文 明治十六、 七年 新潟県文人研究』第十五号、同前） 、 「 二十年前半における王治本の足跡と詩文 流―九州北部、小豆島―」 （ 『日本語日本文学論叢』第八号 二〇一三 、 「王治本の周防訪問および地元文人と 文藝交流」 （ 『武庫川女子大学紀要人文・社会科学編』第六十巻、同前 「明 五年
　
羽後における王治本
の足跡及び日本文人との交流 武庫川国文』第七十七号、同前） 、 「王治本
　
越佐の旅およびその間の詩文交流―追補」 （ 『新潟県文人研究』第十七
号、二〇一四年） 、 「明治二十六年
　
王治本の陸前・羽前等における足跡と
文藝交流（上） 」 （ 『日本語日本文学論叢』第十号、二〇一五年） 、 「明治壬辰
　
王治本の陸中・陸奥における詩文交流」 （ 『武庫川国文』第七十九号、
同前） 、 「明治十五年
　
王治本の旅と詩文交流―旅立ちから東海道を経て越
前滞在まで―」 （同前第八十号、二〇一六年） 、 「明治二 六年
　
王治本の
陸前・羽前等における足跡と文藝交流（下） 」 （ 『日本語日本文学論叢』第十一号、同前） 、 「明治三 九
　
王治本の
　
尾張・伊勢・越前・三河にお
ける足跡と文藝交流（上） 」 『武庫川国文』第八十一号、 同前） 、 「同前（下） 」（同前第八十二号、二〇一七年） 、 「王治本
　
明治十五、 六年の北陸漫遊と詩
文交流―加賀・越中 能登・越前」 （ 『日本語日本 学論叢』第十二号、同前） 、 「王治本
　
明治三十八年秋
　
金沢における詩文交流」 （ 『武庫川国文』
第八十三号、同前） 、 「王治本
　
明治三十八年秋冬
　
越中・加賀・越前等に
おける詩文交流」 （ 『日本語日本文学論叢』第十三号、二〇一八年 、 「函館における王治本の詩文交流」 （ 『武庫川国文』第八 四 同前） 。
７
 なお、康有為らの変法運動に参加した王照（一八五九～一九三 又は三五）が、戊戌の変法の失敗後、日本に亡命し、三十二年から 十三年にかけて高知を訪問した。こ 時、一竿は王照と交流している。
８
 中村忠行氏の論考は 「 「胡鐵梅」 札記―清末の一畫家と土佐の詩人達―」 （ 『甲南国文』第 十五号 一九八 年 。蔣海波・柴田 共著は「明治期高知における日中文人の交流―画家胡鉄梅を中心として―」 （ 『武庫川国文』第七十五号、二〇一一年） 。
９
 注８所携蔣・柴田稿二十頁。10 中村氏前掲論文二〇六頁。なお、王の高知滞在には田辺良顕知事の大きな助力があった模様。11 林信編輯兼出版『高城唱玉集 、擁書城、二十年三月三日12 以上の人物のうち、土佐人でない者を指摘しておこう。玉繊女史は当時王治本が帯同していた石川県出身の女性日本画家。天野芳壺は愛媛県 高力張洲英は愛知県出身のいずれも画家。
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13 この引用文の最初の一文は、 「日本滞在中、 最も打ち解け合った交際相手は、土佐では三浦が一番だ」という解釈も可能かもしれない。14 なお、 『高城唱玉集』の作品掲載状況等、その編輯については、編輯者が高知とは直接 関係のない東京在住の林信（櫟斎）となって ることを含め、一度きちんと考察しておく必要があるだろう。15 第三句の末字に異同がある。16 あまり上手な漢文ではない。17 『高城唱玉二編集』序には「鬱々不自得年有奇」とあるが、実際は半年間程度であったと考えられる。18 上記の四番目（馬仿周）の題「一竿余未謀面、 偶日以詩寄懐友人鄭君雪濤、並贈『唱玉集』 、鄭君出示読、属和寄懐瑤韻、因漫成三章却 〔一竿は余
　
未だ面を
謀し
らず、偶日
　
詩を以て懐いを友人鄭君雪濤に寄せ、並びに『唱
玉集』を贈る。鄭君出だし示して読ましめ 懐 を寄する瑤韻に和せんことを属す。因りて漫に三章を成し却寄す〕 」などから、そ 辺の事情が知られる。19 『高知日報』二十二年七月三十日の記事に拠る。20 黄鉄は、その後、韓国統監伊東 知遇 得て農商工部協弁と ったが、日韓併合後 政治を離れ、日本に移住して書画の道に専念した。以上、黄鉄については姜健栄 『開化派リーダーたちの日本亡命』 （朱鳥社、 二〇〇六年）二四六～二五二頁「書画家 黄鉄の軌跡」 よる。21 詹嗣賢は、翰林出身で 文墨に長じた張集馨（一八〇〇～七八。号時晴斎主人、儀徴の人）の外甥 、 「時晴斎主人年譜 を編んでいる。 清）張集馨撰、杜春和・張秀清点校『道咸宦海見聞録 （中華書局、一九八一年）の丁名楠「序」及び「編輯説明」による。22 潘敦儼については蔣海波氏と共著の「明 期高知における日中文人の交流―画家胡鉄梅を中心として―」二十～二十一頁 参照されたい。そ 他、本文中では触れなかったが、汪振声は江蘇六合の人で 江南製造局翻訳館
で英国人
John F
ryer （傅蘭雅）とともに多くの英文書の翻訳に携わった
人物（上海図書館編『江南製造局翻訳館図志』 、上海科学技術文献出版社、二〇一一年、七〇～七十一頁） 。23 中村氏も「璞堂が寛厚の長者であったのに対し、一竿は才気煥発、詩に執すること痴に近いものがあった」 と指摘しておられる （前掲論文二〇九頁） 。24 山本泰三『土佐の墓』 （土佐史談会、一九八七年）二五七頁。
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